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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テーブルの幅方向に着脱可能に連結されてフレームを構成する複数の部分フレームと、
　上記フレームに支持される天板と、
　上記フレームを支持する脚と
　を有するテーブルであって、
　上記天板は、１枚の天板がテーブルの奥行き方向の中央部付近で分割された形状の１対
の部分天板を用いて構成されるとともに、
　上記部分フレームは、それぞれ、長手方向がテーブルの幅方向を向き、奥行き方向に互
いに離間して配置される１対の縦フレーム部材と、上記１対の縦フレーム部材の各端部付
近どうしを連結する１対の横フレーム部材とが着脱不能に一体的に結合されて構成され、
　上記複数の部分フレームは、上記縦フレーム部材の端部同士が突き合わされて連結され
、上記縦フレーム部材の突き合わせ端部から離間した位置に上記横フレーム部材が結合さ
れていることを特徴とするテーブル。
【請求項２】
　請求項１のテーブルであって、
　上記縦フレーム部材の端部付近は、断面形状がロの字またはコの字形状に形成されると
共に、テーブルの幅方向に隣り合う上記縦フレーム部材どうしが、断面形状がロの字また
はコの字形状を有し上記断面形状の内周側に設けられた縦フレーム接続部材を介して接続
されていることを特徴とするテーブル。
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【請求項３】
　請求項１または請求項２のテーブルであって、
　上記１対の部分天板の間には、テーブルの幅方向の少なくとも一部の位置で、間隙が設
けられていることを特徴とするテーブル。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のうち何れか１項のテーブルであって、
　上記１対の部分天板は、上記フレームとは離間して設けられた天板連結部材を介して、
互いに連結されていることを特徴とするテーブル。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のうち何れか１項のテーブルであって、
　上記脚は、テーブルの幅方向における上記１対の縦フレーム部材の少なくとも一端部付
近にそれぞれ配置された１対の端部脚を有することを特徴とするテーブル。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のうち何れか１項のテーブルであって、
　上記部分フレームの連結部に、テーブルの奥行き方向の中央部付近に配置された中間脚
が設けられていることを特徴とするテーブル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のユニットを連結して用いることができるテーブルに関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　オフィスなどで用いられる、いわゆるシステムテーブル等と呼ばれるテーブルは、複数
のユニットを連結することによって、所望の長さのテーブルなどを構成することができる
ようになっている。
【０００３】
　この種のテーブルとしては、例えば、１本の第１フレーム２８と２本の第２フレーム２
９がコの字状に接続された複数の天板受部２０が、縦横に、すなわち上記第１フレーム２
８が対向するように連結されるとともに、これらが第１フレーム２８の幅方向（長手方向
）に連結されて、天板パネル１７が載置されるように構成されたものが知られている（例
えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
　また、梁部材３、４が幅方向に連結され、奥行き方向両側に張り出した複数対の天板支
持腕部材６、７が取り付けられて、主天板８が載置されるように構成されたものも知られ
ている（例えば、特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平５－２２８０２４号公報
【特許文献２】特開２００５－１０２７３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記のように複数の天板受け部が縦横に連結されるようにしたり、梁部
材が幅方向に連結されて奥行き方向に天板支持腕部材が取り付けられるようにする構成で
は、何れも各部材のサイズを小さくしたり部材の種類の数を減らしたりすることはできる
が、部材点数が多くなって組み立て工数も増加しがちである上、剛性を大幅に高めること
も困難であった。
【０００７】
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　本発明は、上記の点に鑑みてなされたものであり、構成部材の点数や組み立て工数の低
減を図ったり、剛性を高くしたりすることが容易にできるようにすることを目的としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、
　第１の発明は、
　テーブルの幅方向に連結されてフレームを構成する複数の部分フレームと、
　上記フレームに支持される天板と、
　上記フレームを支持する脚と
　を有するテーブルであって、
　上記天板は、１枚の天板がテーブルの奥行き方向の中央部付近で分割された形状の１対
の部分天板を用いて構成されるとともに、
　上記部分フレームは、テーブルの幅方向に配置される１対の縦フレーム部材と、上記１
対の縦フレーム部材の各端部付近どうしを連結する１対の横フレーム部材とが一体的に形
成されて構成されていることを特徴とする。
【０００９】
　これにより、各部分フレームが、
縦フレーム部材と横フレーム部材とが略四角形状に接合されるなどして一体的に形成され
、これらに天板が支持されることによって、高い剛性を確保することが容易にできる。ま
た、構成部材の点数や組み立て工数を低減することも容易にできる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明では、構成部材の点数や組み立て工数の低減を図ったり、剛性を高くしたりする
ことが容易にできる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】２つの単位ユニットを含むテーブルの概略構成を示す斜視図である。
【図２】３つの単位ユニットを含むテーブルの概略構成を示す斜視図である。
【図３】各単位ユニットの詳細な構成を示すテーブルを上方から見た斜視図である。
【図４】各単位ユニットの詳細な構成を示すテーブルを下方から見た斜視図である。
【図５】フレームの構成を示す斜視図である。
【図６】フレームの接続部の構成を示す拡大斜視図である。
【図７】天板の構成を示す斜視図である。
【図８】中間脚の接続部の構成を示す、テーブルを下方から見た拡大斜視図である。
【図９】エンド脚の接続部の構成を示す拡大斜視図である。
【図１０】エンド脚の接続部の変形例の構成を示す拡大斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００１３】
　テーブル１００は、図１に示すように、２つのエンドユニット１０１が、直接連結され
、または図２に示すように１つ以上の中間ユニット１０２を介して連結されて、所望の長
さに構成することができるようになっている。
【００１４】
　上記エンドユニット１０１、および中間ユニット１０２は、例えば図３、図４に示すよ
うに、中間脚１３０、およびエンド脚１４０（端部脚）に支持されるエンドフレーム１１
０（部分フレーム）、または中間フレーム１２０（部分フレーム）に天板１５０が載置さ
れて構成されている。天板１５０上には、必要に応じてテーブル１００を奥行き方向に仕
切る仕切パネル１７０が取り付けられる。
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【００１５】
　エンドフレーム１１０、および中間フレーム１２０は、詳しくは、例えば図５に示すよ
うに構成されている。すなわち、エンドフレーム１１０は、テーブル１００の幅方向に配
置される１対の縦フレーム部材１１１の端部付近どうしが、接続部横フレーム部材１１２
、またはエンド部横フレーム部材１１３およびエンド脚台１１４を介して、一体的に略四
角形状に結合されて構成されている。また、中間フレーム１２０は、１対の縦フレーム部
材１２１の端部付近どうしが、１対の接続部横フレーム部材１２２により一体的に略四角
形状に結合されて構成されている。これらのエンドフレーム１１０および中間フレーム１
２０の奥行き方向寸法は、例えば塗装ブースに搬入可能な寸法以下に設定される。
【００１６】
　上記各フレーム部材の断面形状は、特に限定されないが、例えば、縦フレーム部材１１
１・１２１、およびエンド部横フレーム部材１１３には角パイプ状に形成された部材が用
いられる一方、接続部横フレーム部材１１２には下方に開いたコの字状に形成されたチャ
ネル部材が用いられている。また、各フレーム部材の結合方法も特に限定されないが、例
えば溶接により結合されている。
【００１７】
　上記エンドフレーム１１０と中間フレーム１２０とは、例えば図６に示すようにして接
続されている。すなわち、エンドフレーム１１０の縦フレーム部材１１１の端部から中間
フレーム１２０の縦フレーム部材１２１の端部に亘って、内部に角パイプ状、または断面
コの字状の縦フレーム接続部材１１５が挿入され、この縦フレーム接続部材１１５に形成
された雌ねじに、縦フレーム部材１１１・１２１を介してボルト２１１が螺合されること
によって、縦フレーム部材１１１・１２１が接続されている。
【００１８】
　エンドフレーム１１０、および中間フレーム１２０上に載置される天板１５０は、例え
ば図７に示すように構成されている。すなわち、エンドフレーム１１０上には、テーブル
１００の奥行き方向の中央部付近で分割された形状の１対のエンド天板１５１（部分天板
）が載置される。このエンド天板１５１の互いに対向する縁の端部には、寸法拡大部１５
３が形成され、この寸法拡大部１５３が突き合わされた状態で、その他の部分に間隙１５
４が形成されるようになっている。また、中間フレーム１２０上には、全長に亘って間隙
１５４が形成される寸法に設定された中間天板１５２が載置されている。なお、上記のよ
うな間隙１５４は必ずしも設けられなくてもよいが、これが設けられることによって、テ
ーブル１００上で使用される電子機器の配線などを容易にしたり見映えをよくしたりする
ことができる。
【００１９】
　上記エンド天板１５１、および中間天板１５２は、例えば図８に示すように、ボルト２
５１によってエンドフレーム１１０および中間フレーム１２０に固定されている。また、
エンド天板１５１どうし、および中間天板１５２どうしは、それぞれ、天板連結部材１６
１とボルト２６１とによって互いに結合されている。ここで、上記天板連結部材１６１は
、各１対の縦フレーム部材１１１間または縦フレーム部材１２１間に亘って接続されるよ
うにしてもよいが、エンドフレーム１１０や中間フレーム１２０が上記のように略四角形
状に構成されていることによって、エンド天板１５１どうし、または中間天板１５２どう
しを接続するだけでも十分な剛性を確保することが容易にできる。
【００２０】
　上記天板連結部材１６１には、また、必須ではないが、例えば、Ｌ字型に折り曲げられ
た配線フック１６３（図４）を介して配線トレー１６２が取り付けられている。
【００２１】
　エンドフレーム１１０の接続部横フレーム部材１１２には、例えば、仕切パネル金具１
７１のフレーム取付部１７１ａがボルト２７１によって取り付けられ、パネル取付部１７
１ｂを介して仕切パネル１７０が取り付けられている。
【００２２】



(5) JP 6795949 B2 2020.12.2

10

20

30

40

50

　エンドフレーム１１０と中間フレーム１２０との接続部、すなわちこれらの接続部横フ
レーム部材１１２・１２２の間には、例えば角パイプ状または上方に開いたコの字状に形
成されたチャネル部材によって形成された中間脚台１１６が設けられ、この中間脚台１１
６に中間脚１３０が取り付けられている。より詳しくは、中間脚１３０は、例えば脚板１
３１と中間脚取付板１３２とを備えて構成され、中間脚取付板１３２が上記中間脚台１１
６にボルト２３１によって締結されることにより取り付けられている。中間脚１３０の下
端には、高さアジャスタ１３３が取り付けられている。
【００２３】
　エンド脚１４０は、図９に示すように、エンドフレーム１１０の縦フレーム部材１１１
とエンド部横フレーム部材１１３とに結合されて斜め方向に張り出したエンド脚台１１４
に取り付けられている。より詳しくは、エンド脚台１１４は、例えば上方に開いたコの字
状に形成されたチャネル部材の上部がカバー１１４ａにより塞がれて形成され、端面に図
示しない雌ねじが形成されている。また、エンド脚１４０は、脚部１４１の上部にエンド
脚取付部１４２が設けられて形成されている。上記エンド脚取付部１４２には、エンド脚
取付座１４２ａと天板取付ボルト穴１４２ｂとが設けられ、エンド脚取付座１４２ａがボ
ルト２４１によってエンド部横フレーム部材１１３の端面に締結されることにより、エン
ド脚１４０がエンドフレーム１１０に取り付けられている。
【００２４】
　なお、エンド脚１４０は、上記のように斜めに張り出したエンド脚台１１４に取り付け
られるのに限らず、例えば、図１０に示すように、エンド部横フレーム部材１１３に代え
て、少なくとも端部が上記エンド脚台１１４と同様に形成されたエンド部横フレーム部材
１１３’を用い、上記エンド部横フレーム部材１１３’の端部に取り付けられるようにし
てもよい。
【００２５】
　また、上記のような中間脚１３０やエンド脚１４０に限らず、種々の脚を適用してもよ
い。例えば、テーブル１００の一端または両端のエンド脚１４０に代えて、中間脚１３０
と類似した形状で幅広のいわゆるパネル脚が用いられるなどしてもよい。
【００２６】
　上記のように、縦フレーム部材１１１・１２１と接続部横フレーム部材１１２・１２２
やエンド部横フレーム部材１１３が略四角形状に接合されてエンドフレーム１１０または
中間フレーム１２０が構成され、これらに天板１５０が載置されることによって、高い剛
性を得ることが容易にできる。特に、天板１５０として、テーブル１００の奥行き方向に
分割されたエンド天板１５１や中間天板１５２が用いられる場合でも、高い剛性を確保す
ることが容易にできる。すなわち、上記のようにエンドフレーム１１０や中間フレーム１
２０が略四角形状に形成される場合、縦フレーム部材１１１・１２１は、エンド天板１５
１または中間天板１５２の対向する縁部付近よりもテーブル１００の奥行き方向における
外方側、例えば各エンド天板１５１または中間天板１５２の奥行き方向中央部付近や、そ
れよりも外方側の位置に配置されることになる。それゆえ、例えばテーブル１００の奥行
き方向中央部付近に縦フレーム部材が設けられる場合などに比べて、各エンド天板１５１
や中間天板１５２の安定性を高めることが容易にできる。また、接続部横フレーム部材１
１２等は縦フレーム部材１１１・１２１を連結するように設けられるので、例えば両端支
持のような支持状態にすることができ、やはり剛性を高めて各エンド天板１５１や中間天
板１５２の安定性を高めることが容易にできる。
【００２７】
　しかも、上記のようなエンドフレーム１１０や中間フレーム１２０が用いられることに
よって構成部材の点数や組み立て工数を低減することも容易にできる。
【符号の説明】
【００２８】
　　　　１００　　　テーブル
　　　　１０１　　　エンドユニット
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　　　　１０２　　　中間ユニット
　　　　１１０　　　エンドフレーム
　　　　１１１　　　縦フレーム部材
　　　　１１２　　　接続部横フレーム部材
　　　　１１３　　　エンド部横フレーム部材
　　　　１１３’　　エンド部横フレーム部材
　　　　１１４　　　エンド脚台
　　　　１１４ａ　　カバー
　　　　１１５　　　縦フレーム接続部材
　　　　１１６　　　中間脚台
　　　　１２０　　　中間フレーム
　　　　１２１　　　縦フレーム部材
　　　　１２２　　　接続部横フレーム部材
　　　　１３０　　　中間脚
　　　　１３１　　　脚板
　　　　１３２　　　中間脚取付板
　　　　１３３　　　高さアジャスタ
　　　　１４０　　　エンド脚
　　　　１４１　　　脚部
　　　　１４２　　　エンド脚取付部
　　　　１４２ａ　　エンド脚取付座
　　　　１４２ｂ　　天板取付ボルト穴
　　　　１５０　　　天板
　　　　１５１　　　エンド天板
　　　　１５２　　　中間天板
　　　　１５３　　　寸法拡大部
　　　　１５４　　　間隙
　　　　１６１　　　天板連結部材
　　　　１６２　　　配線トレー
　　　　１６３　　　配線フック
　　　　１７０　　　仕切パネル
　　　　１７１　　　仕切パネル金具
　　　　１７１ａ　　フレーム取付部
　　　　１７１ｂ　　パネル取付部
　　　　２１１　　　ボルト
　　　　２３１　　　ボルト
　　　　２４１　　　ボルト
　　　　２５１　　　ボルト
　　　　２６１　　　ボルト
　　　　２７１　　　ボルト
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